
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

・読み書き、計算などの基礎的な学
力を児童に定着させる教育活動を
計画する。
・研究テーマを「伝え広げ深め合う
協働的に学ぶ子どもたちの育成」と
し,「話す・聴く・話し合うの系統化」
「教師の仕掛けや発問の焦点化」
「学び合える集団づくり」の３観点か
ら研究テーマに迫る。

・チェックテスト（語彙、計算）から挙がっ
た課題を中心に、伊小タイムで「書く活
動」「音読計算」を取り組み、習熟を図
る。
・年に１回国語、算数のチェックテストを
行い、成果と課題を検討する。
・多様な意見を認め合える集団づくりを
形成する。
・ペア、少人数のグループにおける対話
的活動を通して、深め合える集団づくり
を図る。
・校内授業参観を全学年行うことで授業
改善を図る。

・国語、算数のチェックテストの結
果での正答率が８０％を超える。
・教職員、児童、保護者の３種のア
ンケートにおいて、学習や授業に関
する質問に肯定的な回答が９０％
を超える。

B

・チェックテストで国語・算数ともに正答
率7７％以下の問題が各学年にある。
・教職員、児童、保護者の３種のアン
ケートにおいて,学習や授業に関する質
問に肯定的な回答が９０％を超えてい
る。
・話し合うことに慣れ、話して聞くことが
できる児童が育ってきている。

・伊小タイムで「書く活動」「音読計算」を
取り組み、継続して習熟を図る。
・週１回学年打ち合わせで学習の習熟
状況を確認する。そして、定例部会で報
告し、学校全体で共有する。定着に復
習の時間が必要ならば、復習課題を各
学年で用意し、習熟を図る。
・研究推進では、「話し合いの活性化」
をサブテーマに据え、話し合いの内容
の質を上げることを目標とする。

・校区の特徴である家庭の豊かさに支
えられている面が大きい。
・教職員が課題意識を持って取り組め
ているように感じる。
・日々の積み上げによって学力の底上
げができている。

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

・端末を活用し、適切に情報収集し
たり、工夫してアウトプットしたりで
きるよう指導する。
・間違いを恐れず英語での会話を
積極的に取り組むことができる環
境を作る。
・デジタル機器の活用方法を指導
できるようになる。

・端末やスクールタクト、アプリの使
用法などの技能講習を行い、活用
の幅を広げる。
・定期的にペア活動やグループ活
動を取り入れ、主体的に外国語で
発話する態度を育てる。
・端末やアプリの活用方法を学ぶ
研修会を開く。

・技能講習を年間６回目標に行う。
また都度アンケートをとり、ニーズ
に沿った講習が行えるようにする。
・主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションをとれるよう活用的な技
能を身につける。
・年間３回、情報に関わる研修会を
開く。

A

・端末の使い方など、講習や研修を５回
実施した。
・児童や職員の普段使いの活用能力を
底上げする内容ではなかった。
・間違えても挑戦する児童が増加した
が消極的な児童は変化がなかった。　・
学習状況調査「英語の勉強は好き」が
74.8%で県・国より有意に高かった。
・年間５回、研修を行い、多くの職員が
参加した。

・職員の実際の活用事例を部会で吸い
上げ、研修会以外でも共有の場をとる。
・必然的に英語を話さなければいけな
い状況を増やす。また話したくなるよう
な授業内容、環境づくりをする。
・年々、活用方法、アプリなどが増えて
いるので、引き続き定期的に研鑽を積
んでいく必要がある。

・学級による差があると思うが、日常的
にICT機器の活用が進んだことで、子ど
もたちの情報活用能力の底上げが進ん
でいる。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者への
支援体制の充実
④体験活動等の実
施

・学校教育活動全体を通して、豊か
な感性と確かな判断力を養い、子
どもたちが、豊かな人間性、自ら学
び、考える力を育むために実際に
自然や社会に触れる機会を設定す
る。生き方を求めて主体的に行動
できる子どもを育てる。
・問題行動の未然防止、早期発見
を図り、児童が楽しく過ごせる環境
をつくる。　　　　　　　　　　　　　・生
活習慣を見直し、思いやりを持って
静かに落ち着いて歩いて行動する
ことを意識させる。
・いじめの未然防止、早期発見を図
り、児童が楽しく過ごせる環境をつ
くる。
・不登校の早期発見、対応に努め、
児童が安心して通えるように支援
する。
・子どもたちが豊かな人間性、自ら
学び、考える力を育むために実際
に自然や社会に触れる機会を設定
する。

・他の道徳的教育活動との関連を図り
ながら、道徳的な心情、判断力、実践意
欲と態度などの道徳性を養い、道徳的
価値を自覚し、自己の生き方について
の考えを深め、主体的に行動しようとす
る態度を育てる。
・学年、生活指導部会、管理職間の円
滑な連絡体制の確立、校内職員の共通
理解を徹底し、チームで課題解決にあ
たる。
・規則正しい生活規範を確立させる。
・各月の生活目標にあいさつの項目を
必ず設定し、児童に意識させる。
・児童アンケートに「廊下・階段を思いや
りを持って静かに落ち着いて歩く」の項
目を追加する。
・生活委員会の活動からクラスの児童
に廊下・階段を歩くことを呼びかける。
・年間３回のいじめアンケートやセルフ
チェックシートを活用し、いじめの早期
発見、対応に努める。
・児童の学校での様子を観察し、異変を
感じたときには家庭訪問や電話連絡で
家庭と連携を図る。
・３年で環境体験学習、５年で自然学校
を実施する。また、その他においても体
験を意識してカリキュラムを作成する。

・児童アンケートにおいて「自分を大切
にすることや、他の人への思いやりにつ
いて教えてもらっている」の質問に肯定
的な回答が９０％をこえる。
・教職員アンケートでの、「問題行動が
起きた時、組織的に対応できる体制が
整っているか」の質問に肯定的な回答
が９０％をこえる。
・児童アンケート「早寝・早起き・朝ごは
んを心がけて生活している」の項目で、
肯定的な意見が７５％をこえる。
・児童アンケートにおいて、「廊下・階段
を思いやりを持って静かに落ち着いて
歩く」の質問に肯定的な回答が９０％を
こえる。
・児童アンケートにおいて、「自分から進
んであいさつをする」の質問に肯定的な
回答が９０％をこえる。
・保護者のアンケートで、「先生は子ども
の様子をよく見て、適切な指導を行って
いるか」、「子どもは生活のルールやマ
ナーを守っているか」の質問に肯定的な
回答が９０％をこえる。
・年３回いじめアンケートを実施し、その
都度いじめ対策委員会を開き、全職員
で対応にあたる。
・毎月、長期欠席児童の動向を共有し、
組織的な対応を検討する。

・環境体験学習、自然学校および、それ
に準ずる体験を実施する。プログラムを
考える際には、自然や地域との関わり
や集団（グループ）を取り入れる。

B

･児童アンケート「自分を大切にすることや、他
の人への思いやりについて教えてもらっている」
の質問に肯定的な回答が９２％であった。
･教職員アンケートでは、「問題行動が起きた
時、組織的に対応できる体制が整っているか」
の質問に肯定的な回答が９６％であった。
・児童アンケート「早寝・早起き・朝ごはんを心が
けて生活している」の項目で、肯定的な意見が７
６％であった。
･児童アンケート「廊下・階段を思いやりを持って
静かに落ち着いて歩く」の質問に肯定的な回答
が７７％、「自分から進んであいさつをする」の
質問に肯定的な回答が８９％であった。結果と
しては物足りないものとなった。特に、「廊下・階
段を思いやりを持って静かに落ち着いて歩く」の
項目に対しては、１３％も乖離があり、課題が
残った。
・保護者のアンケートは、「先生は子どもの様子
をよく見て、適切な指導を行っているか」、「子ど
もは生活のルールやマナーを守っているか」の
質問に肯定的な回答が９４％と８８％で後者は
目標を下回った。
以上の結果から、来年度の課題としては、･「廊
下・階段を思いやりを持って静かに落ち着いて
歩く」の項目を主軸において取り組んでいく。
・年３回いじめアンケートを実施し、いじめ対策
委員会で対応方法や重大事案であるかどうか
について検討した。一方で、普段の情報共有に
ついては周知されていないことがあった。
・学校だよりで不登校傾向の児童等配慮の必要
な児童の居場所について知らせたことで、別室
や通級指導教室が有効に活用されるようになっ
た。
・環境体験学習、自然学校ともに目的を持って
計画・実施することができた。特に、自然学校で
のひょうご冒険教育では児童が変わっていく姿
が見られた。

･児童が自己肯定感を高めることができ
るように、道徳だけでなく学校生活にお
いて児童が周囲の人々と関わりなが
ら、主体的に活動できる取り組みを計
画・実施していく。
・児童の情報、問題行動などの共有方
法については年度末に改めて全職員で
確認をした。
・「早寝・早起き・朝ごはん」については、
児童だけでなく、保護者にも呼びかけて
いく。
･児童が「廊下・階段を思いやりを持って
静かに落ち着いて歩く」ことを意識でき
ている児童といない児童の差が激しい
と感じる。学校全体の課題としてとら
え、学校全体で注意をしていく姿勢、呼
びかけ、保護者への発信などをしてい
かないと課題解決には向かっていかな
いと考える。この課題を来年度主軸に
おき、指導していきたいと考える。
・来年度も不登校傾向の児童のための
別室を確保し、居場所づくりに努める。
・来年度以降も引き続き、本校児童の
様子と趣旨を照らし合わせながら環境
体験学習、自然学校の場所やプログラ
ムを検討していく。

・道徳で何を行っているのか見えにくく、
時代に沿っていないように感じる。
・いじめアンケートで「これはいじめなの
か」と思われることもあるようだが、一つ
ひとつ丁寧に事実確認を行い、対応し
ていることは評価できる。
・最近では問題行動よりも不登校問題
が大きな課題となっている。学校として
は悩ましいところではあると思うが、多
様な学びの充実も必要ではないか。
・不登校傾向の児童には、土いじりや
花、虫などに触れ合うことで、プラスに
なることもあると思う。できることがあれ
ば協力させてほしい。
・不登校の傾向として、コミュニケーショ
ン力の欠如などが原因にあるのではな
いか。また、多様化や情報過多などと
いった社会背景の変化も影響している
ように感じる。
・規則正しい生活習慣の確立は非常に
重要である。特に挨拶は互いの存在を
認めることである。家庭への積極的な
発信が必要である。
・豊かな心を育てるためには、自然体験
や芸術、音楽などの情操教育の充実が
カギとなる。

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・ 運動に親しみ、楽しく取り組む態度を
育てる。
・学校行事や休み時間、教育活動全体
を通じて、体力・運動能力の向上を図
る。
・心や体の健康に関心をもち、健全な生
活を営む態度を育てる。
 <低学年>だれとでも仲よくし、楽しく運
動できる子ども
 <中学年>課題をもち、工夫して運動を
楽しくできる子ども、体の発育・発達に
ついて理解できる子ども
 <高学年>課題をもち、活動を計画的に
行い、運動の楽しさや喜びを味わうこと
ができる子ども、心の健康及び病気の
予防について理解できる子ども
・食生活や栄養の大切さについて理解
し、実践できる児童を育てる。

・固定時間に応じた単元指導計画を立
て、授業の充実をはかる。（1年 102時
間 週3時間、2～4年 105時間 週3時
間、5,6年 90時間　週2,6時間)
・研修・研究の機会があれば紹介すると
共に、できるだけ参加する。
・学年で作成したワークシート類をデー
タで保存し、活用する。
・備品の充実をはかる。
・全職員が体育の授業を充実して行え
るように、自主研修を活用して、指導力
向上を図る。
・学校HP等を活用し、家庭でもできる運
動について知らせる。
・給食時間や高学年の家庭科の授業を
活用して食事マナーや栄養面の理解を
図る。

・「全国体力・運動能力、運動習慣
等調査」において、「運動やスポー
ツをすることが好き」の肯定的回答
が９０％をこえる。
・「全国体力・運動能力、運動習慣
等調査」において、「体育の授業は
楽しい」の肯定的回答が９０％をこ
える。
・児童アンケートにて、「体を動かす
ことが楽しい」の肯定的回答が９
０％をこえる。
・保護者アンケートにて、「子ども
は、運動に親しんでいる」の肯定的
回答が９０％をこえる。
・児童アンケート「早寝・早起き・朝
ごはんを心掛けて生活している」の
項目で肯定的な回答が７５％をこえ
る。

B

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」に
おいて、「運動やスポーツをすることが好き」
の肯定的回答は男子が９０％を上回ったが、
女子は７９％にとどまった。
・学校評価では「体を動かすことが好き」の項
目に肯定的な回答した児童が８９％だった。
・保護者アンケートにて「子どもは運動に親し
んでいる」の肯定的回答は７９％だった。
・体育担当者は研修に参加したが、研修で得
たことを他の職員に共有する場を設定できな
かった。
・学校HPで「家庭でもできる運動」を広める活
動についてはできなかった。
・児童アンケート「早寝・早起き・朝ごはんを
心掛けて生活している」の項目で肯定的な回
答が昨年度に比べ増え、７６％となった。

・全職員が体育の授業を充実して行え
るように、自主研修などを積極的に活
用し、指導力向上を図る。
・長期休暇中の宿題に「体つくり運動」
に関する宿題を各学年で取り組ませ
る。
・食育については引き続き、保護者に情
報を発信していきながら具体的に推進
していく必要がある。

・猛暑により外で思い切り体を動かすこ
とが難しい期間が増えているため、その
期間の活動を工夫することが必要であ
る。
・冬場は持久力がつく活動が必要だと
思う。
・食育は生活習慣の確立につながるた
め、保護者も巻き込んで進めてほしい。

・夢や目標をもち、主体的な学びや活動
ができる児童を育成する。
・児童の心理的、福祉的な支援のため
に、管理職や特別支援教育Co.、生徒指
導担当が窓口となって、ＳＣやＳＳＷの
校内のケース会議等のへの参加等、積
極的な活用を図り、「チーム学校」の構
築を行っていく。
・心理面、発達面等の悩みを抱える児
童及び保護者の心の安定を図るため
に、特別支援教育Co.が中心となって、
支援体制（特別支援教育、生徒指導対
応）を構築し、運用していく。

・キャリアパスポートを活用し、一人ひと
りが目標を持って学校生活を送れるよう
指導にあたる。
・SC派遣（週１）では、カウンセリング
後、ケースに応じて、情報共有を行い、
指導や支援に活かす。SSWはケースに
応じて、適時連携を取り、ケース会議等
に参加し、専門的な視点で支援に活か
していく。
・支援体制を可視化し、学年、特別支援
部会、管理職間の円滑な連絡体制の確
立、校内職員の共通理解を徹底し、関
係機関との連絡や調整等を行う。

①児童アンケートで「目標をもって学習
や行事に取り組んでいる」という質問へ
の肯定的回答が８０％をこえる。
②教職員アンケートで「特別支援教育
コーディネーターが中心となって、ケー
スに応じて、SC、SSWの活用ができてい
るか」の質問に肯定的な回答が９０％を
こえる。
③教職員アンケートで、「特別支援教育
コーディネーターが中心となって、支援
体制に沿った連携等により、校内職員
の共通理解ができているか」の質問に
肯定的な回答が９０％をこえる。

B

①児童アンケートの結果、「目標をもって学
習や行事に取り組んでいる」に対する肯定的
回答は８５％と目標を達成することができ
た。
②教職員アンケートで肯定的な回答が９８％
とあるように、カウンセリングを必要とする児
童や保護者にとって、SCとの時間は有効活
用できた。守秘義務の関係上、カウンセリン
グ内容を知ることはできないが、保護者から
情報共有OKをもらっている家庭に関しては、
当該児童の学級担任と連携もできた。（課
題）本校SCが今年度３年目を迎え、１年目と
比較しても毎週予約が全て埋まり、ケースに
応じての対応もあり、契約時間外もカウンセ
リングをしている現状がある。また、SCと教
職員の連携が、勤務時間外に行っていること
が多いのも現状である。
③教職員アンケートで肯定的な回答が１０
０％とあるように、特支Co.が校内支援体制
図で共通理解を図ったり、支援部の先生方も
中心となって、学年の支援体制の共有や連
携を取ったりすることができた。
（課題）
・特支Co.を中心に、細やかな対応が行われ
ていると感じるが、対象となる事案があまり
にも多く、一部の教員に負担がかかることも
多く、人手不足が否めない。
・学級に個別の支援が必要な児童が多く、担
任一人でもれなく見ることは難しい状態であ
る。特別支援教育支援員の先生を増やして
もらうように働きかけていく。

①児童が設定した目標が抽象的な表現であ
ると達成が曖昧になるため、目標設定は数
値を入れるなど、具体的に考えさせるように
学校全体で統一していく。
②現SCとも相談をし、次年度はSCが交代す
ることもあるので、放課後のカウンセリング
時間を作らずに、教職員との連携時間にあ
てる日を作っていく。
③組織から来年度の校務分掌として、特別
支援教育Co.は２名＋教育支援１名の配置
予定である。今年度３名で仕事を回し、相談
や教育支援にも対応してきた。次年度はこの
人員で対応をするだけでなく、今以上に学年
支援部の教職員が窓口となるなども含めて
連携を図っていく必要がある。

・キャリア教育については、中学校より
も小学校の頃からいろんなことを主体
的に考えることができるように計画的に
取り組んでほしい。
・児童や保護者が安心して生活するた
めに、学校は普段から細やかな配慮を
してくれている。しかし、そのことで、教
職員の負担が増加していることから、十
分な人数で対応できるように人員を配
置して、一部の教職員に過度な負担が
かからないようにする必要がある。

・特別支援学校センター的機能の
活用を活かして、校内支援体制を
通して必要なアドバイス（コンサル
テーション、巡回相談）を受けたり、
実践講座を受けたりして、専門性を
伸ばす。
・児童一人一人の実態を把握し、
適切な教育支援を行うことにより、
児童の可能性を引き出し、確かな
学力の向上と豊かな心の育成を図
り、生きる力（自立）へとつなげる。

・校内支援体制における支援の中
で、ケースに応じて、必要なアドバ
イスを希望、申請したり、実践講座
を受けたりする。
・児童の実態を掴むため、支援の
必要な児童について情報共有する
場を設定する。
・個に応じた教育支援計画等を作
成し、適切な対応を行う。

・教職員アンケートで「校内支援体制を
通して、ケースに応じて、必要なアドバ
イスを受けたり、実践講座を受けたりし
て、日々の教育実践に活かすことがで
きているか」の質問に肯定的な回答が９
０％をこえる。
・児童についての情報交換の場を毎月
(部会)設定する。
・年２回以上各クラスの実態や学級経
営、支援の必要な児童の理解について
交流する。（生活人権支援研修会、ひま
わりきこえ研修会）
・必要に応じてサポートファイルを作成
し、学校と家庭が連携しながら、継続し
た支援を行う。（毎学期）
・支援員、担任と連携し、児童の実態に
応じて支援体制を見直す。(毎月)
・必要に応じて、教育相談や巡回相談
につなげる。 B

①教職員アンケートで肯定的な回答が
９８%となっているように、校内支援体制
をもとにケースに応じて、必要なアドバ
イス（コンサルテーション、巡回相談）を
受けたり、１年間を通して、１人１回は実
践講座を受けたりして、専門性を伸ばし
ていくことができた。特支Co.として、定
期的に発行される教育支援センターだ
よりを掲示したり、学期に１度の「特別
支援教育通信」を発行してきたことで，
教職員の取組（授業UD、人的UD、物的
UD）を周知することができた。
（課題）特支Co.を中心に、細やかな対
応が行われていると感じるが、対象とな
る事案があまりにも多く、一部の教員に
負担がかかることも多く、人手不足が否
めない。
②毎月の部会、生活人権支援研修会
兼ひまわりきこえ研修会、特支Co.が中
心となって、必要に応じてサポートファイ
ルを作成し、学校と家庭が連携しなが
ら、継続した支援をしてきた。特支Co.が
中心となり、支援員と担任が連携できる
ように、児童の実態に応じて支援体制
を見直したり、必要に応じて教育相談や
巡回相談につなげたりしてきた。
（課題）支援を必要をとしている児童の
数に対して、支援の手が十分ではな
い。人員配置を要望するとともに、効果
的な支援方法の検討が必要と感じる。

①今年度、通級指導の拠点校として、
学校生活支援教員（通級指導）には
様々なところで動いて頂いた。次年度も
校内分掌上には、表記されることはな
いが、毎月の部会や各相談等では力に
なって頂く方向である。後日に回収する
アンケートをもとに、次回の３月部会で
は改善点等を挙げていきたい。
②より効果的に支援できるよう、支援体
制図（生徒指導と特別支援教育との連
携）も含めて、見直しや検討をしていく。
学年間や校内全体で学習面、生活面等
で児童が学びやすく、過ごしやすい環
境づくりに向けて、今後も継続して、基
礎的環境整備（UD化）等に取り組む。ア
セスメントシートの活用事例を示し、有
効活用できるように検討していく。ス
クールカウンセリングとは何かについて
も改めて研修する機会を設ける。

・今年度から通級指導の拠点校として
配置された学校生活支援教員が十分
に機能していたように感じる。
・特別支援教育コーディネーターを中心
に、個別最適な支援体制の確立に全力
で取り組んでいたことは評価するが、人
手不足である現状は否めない。
・支援を必要とする児童が増加している
中、支援する職員が足りていない。
・人員の確保、拡充が喫緊の課題では
ないか。

・時代、課題に応じた研修を実施
し、学校教育目標の具現化や個々
人の能力アップに努める。

・現状での自校の課題から精選し
た研修を実施する。

・教職員アンケート「子どもを取り巻
く課題や必要とされる教師の資質・
能力に即した校内研修を行ってい
る」の項目で肯定的な意見が９５％
をこえる。（昨年度９１％）

A

・教職員アンケート「子どもを取り巻く課
題や必要とされる教師の資質・能力に
即した校内研修を行っている」の項目で
肯定的な意見が９８％であった。

・業務改善や会議のスリム化が進めら
れる中、各分掌の担当者と連携して研
修の精選をすることができているので、
引き続き情報交換しながら検討してい
く。

若い教員が非常に多いが、研修に同席
した際に積極的に取り組む教員が多く
活気があり、よい雰囲気であった。

・学校運営協議会を中心に保護
者、地域との温かい「横の連携」と
幼小中の「縦の連携」を強化し、教
育環境の拡充を図る。

・学校だよりやＨＰ等を活用し、積
極的な情報発信に努める。
・地域行事等の案内や情報を教職
員に知らせる。
・学校からの手紙にＱＲコードを添
付し、ＨＰの活用を推進する。

・毎月学校だより、学年通信を発行
する。
・各学年ごとに毎月HPを更新する。
・保護者アンケート「学校は、各種
おたよりやホームページなどを通し
て情報を発信している」の項目で、
肯定的な意見が１００％になる。
（昨年度９７％） A

・毎月、学校だより・学年通信を発行すること
ができた。
・毎月更新することができていない学年が
あった。行事の関係や更新方法の煩雑さが
関係していると考える。
・保護者アンケート「学校は、各種おたよりや
ホームページなどを通して情報を発信してい
る」の項目で、肯定的な意見が９８％であっ
た。
・社会見学の見守り、九九の学習などで保護
者の方に協力していただき、子どもにとって
よりよい環境を整えることができた。また、社
会科の学習を中心に地域のお店や工場を見
学することができ、地域とのつながりが深
まったように感じている。

・学校からの情報発信については大方
肯定的な意見になっているが、QRコー
ドだけでなくリンク先を添付する、などの
細かなニーズに対しても校内で検討し
ていく必要がある。
・HPの更新頻度について校内で検討し
ていく。今年度同様の回数を目指すの
であれば更新方法の研修を行う。
・いまできている地域のお店や工場との
つながりを続けていくために、それぞれ
の学年で今年度の取り組みを来年度に
引き継いでいく。

・学校支援ボランティアの様子を掲載し
てもらって、やる気とやりがいを感じた。
・他校の取組で、年度当初に地域に対
して、「いつ頃、どのような支援を必要と
するか」などといった具体的な依頼内容
を示すことで、見通しをもった連携を進
めていた。このような工夫は取り入れて
行くべきだと思う。
・休日に開催される地域活動へ教職員
がもっと参加してほしい。特別休暇をと
ることもできるのではないか。

・緊急時に安全に素早く避難・対応
できるよう備える。
・児童が安全に登校できるよう指導
する。
・児童が安全に学校生活を送ること
ができるよう安全を確認し、必要で
あれば修繕、改修する。
・今ある施設設備をきれいに使おう
とする態度を育てる。
・事務処理を情報機器を用いること
で効率化する。
・教育目標の実現、働きやすい環
境づくりに向けて、教職員に働きか
ける。

・状況に応じて自分で判断できるよう学
級・全体で指導する。
・全校生が集まったときに話をしっかり
聞き、素早く動くことができるよう指導す
る。
・学期に２回、教職員が登下校の見守
り、指導をする。
・定期的に安全点検を行い、迅速な対
応をするとともに安全な施設設備の使
い方を適宜指導する。
・全職員、ボランティアの保護者で清掃
時間の児童の取り組みを見守り、指導
する。
・職員会議については、部会・学年打ち
合わせ等をうまく活用して、提案や協議
事項を精査し、スリム化を図る。
・教職員マニュアルを活用し、時間対効
果を意識しながら業務にあたる。
・GOOGLE機能を使用して、集計や集約
の時短を図るとともに、紙ベースのもの
をデジタルに移行していく。

・３つの訓練（火災、防犯、地震）を
行い、それぞれの対応を学び速や
かに、避難することができる力をつ
ける。
・安全に気を付けて、事故なく登下
校できる。
・毎月安全点検を行う。
・保護者アンケート「学校は、学習
の場として子どもが活用しやすい
環境が整っている」の項目で肯定
的な意見が９５％をこえる。
・デジタル化による効率化を提案
し、年度中に３つ以上具体的に業
務改善を目指す。

B

・今年度も早い時期に保護者同伴訓練を実
施し、災害時等の対策に生かすことができる
ようにした。
・年３回の避難訓練も運動場に避難する訓
練ができた。
・２学期には、防犯訓練で警察の方と協力し
て実施し、全校児童の前でお話もいただけ
た。
・３学期には、避難の仕方もうまくなり、放送
を聞いてから動く、運動場にでてきたら走る
などの動きがスムーズになってきたので来年
度に生かしていきたい。学校生活では、廊下
を走る子がまだまだ多い。学級指導をしてい
るが徹底できていない。
・右側通行や横断歩道を渡る際の左右確認
ができていない児童が目立つ。
・修繕が必要な箇所があったときには毎月の
安全点検をもとに技能員を中心に速やかに
改善にあたることができた。
・のびる力における、特別活動の情報の転
記、欠席連絡をタブレットで確認する、部会
資料のペーパーレス化を実現した。
・GOOGLE機能を使用することで業務の時短
につながった。

・来年度も今年度同様に、早い段階の保護
者同伴訓練を行い、保護者との連携をしてい
く方向で考えている。
・２月の防犯訓練では、笛の合図を決めて徹
底できるようにしていきたい。携帯電話をうま
く使う方向で話し合いができるといいと考え
ている。さすまただけでなく、懐中電灯や消
火器等も使って身を守っていきたい。また、
校内研修は夏休みに行い、自分の担当を把
握して早い段階から動けるようにしておく。
・学校生活では、廊下を走る子が多いので、
生活部と協力して対策を考える必要がある。
・新１年生の下校指導で右側通行を徹底す
る。また、現在もお世話になっている見守り
ボランティアの方とも連携して引き続き指導
していく。
・修繕や改修が必要な箇所が増えてきてい
るので、担当者・技能員・管理職で連携をとり
ながら対応していく。
・集約や集計の必要な書類を把握し、デジタ
ル可が可能なものを増やしていく。

・児童数が非常に多いため、災害など
の緊急時に備え、継続的、実践的な訓
練を定期的に実施することが必要であ
る。
・学校生活において、日常的に食に関
する危険（食物アレルギー、誤飲）もあ
ることから、救命救急に係る研修を充実
させるとともに、学校評価の欄に食に関
する内容を追加してもよいのではない
か。
・教育DXが進められているが、保護者
や児童に対して推進されているように感
じる反面、教職員や学校現場ではまだ
まだ印鑑や紙を必要とするものも多い
ように感じる。職員の働き方改革の視
点から、デジタル化の推進に期待する。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
若い教職員が非常に多く、活気にあふれる反面、経験豊富な教職員が不足することで教職員の資質向上に向けた取組を継続的に取り組んでいく必要がある。
また、支援を要する児童が多いことを踏まえ、市教育委員会に対して協力を求めるとともに、組織的な支援体制の構築を進めていく必要がある。
さらに、地域とや家庭との連携については、他校の先進的な取組を参考にさらなる推進を目指すとともに、地域活動への児童や教職員の参画・協働と、それに向けた発信を行っていく必要があるのではないか。
また、子どもの安全確保に向け、リスクマネジメントとクライシスマネジメントの両面から、教職員の資質向上に向けた研修を行う必要があると考える。

①人間性の涵養につながる教育推進
②全ての子どもの可能性を引き出す授業改善の推進
③身体的・精神的な健康の保障と健全な食生活の推進
④教育環境の整備、業務改善と学校安全の充実
⑤地域とともにある学校づくりの推進

施策目標
基本施策
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学校関係者評価総括
校内研修について、その内容や実施方法を担当が主体となって工夫を凝らした形で実施しており、教職員が主体的に取り組んでいることで活気が伝わってくる。また、そのような取組を継続的に行っていることで、
教職員自身が課題意識を持って日々の教育活動に取り組む姿勢が見られる。また、子どもたちの多くが落ち着いて学校生活を送ることができているが、これは伊丹小学校区の家庭力の高さによる部分も大きいよ
うに思う。
一方で、伊丹小学校は特別支援学級に在籍する児童をはじめ、支援を要する子どもも多く、また、不登校児童の増加など、学校における問題は多様化、複雑化しており、現在の人員では十分な支援体制を講じるこ
とは非常に難しいのではないかと思われる。
教職員の働き方改革の視点から、ペーパーレスやICTの推進をはじめ、学校単位での取組だけではなく、システムの導入など、市単位で抜本的に取り組む必要があるのではないかと思われる。

重点目標

教育目標 よい子　強い子　伊丹の子　－新しい時代を生きる徳・知・体の調和のとれた心豊かなたくましい子の育成－
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学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進


